
第2411号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2022年12月20日（2）

11
月
25
日
、
東
京
地
裁
1
0
3

号
法
廷
で
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟（
建
材
メ
ー
カ
ー
訴
訟
、

4
陣
）
第
1
回
期
日

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
法
廷
で

は
、
代
理
人
弁
護
士

が
「
被
告
企
業
の
注

意
義
務
違
反
」
「
被

告
企
業
ら
の
共
同
不

法
行
為
責
任
」
「
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

の
到
達
点
と
訴
訟
の

意
義
」
な
ど
を
、
そ

し
て
原
告
の
戸
根
山

仁
志
さ
ん（
足
立
）、

佐
藤
麗
子
さ
ん
（
文

京
）
が
被
害
の
実
態

に
つ
い
て
の
意
見
陳

述
を
行
な
い
ま
し

た
。開

廷
前
に
地
裁
前

集
会
を
開
催
。
中
村

隆
幸
統
一
本
部
本
部
長
（
東
京
土

建
委
員
長
）
が
、
昨
年
の
最
高
裁

判
決
で
勝
ち
取
っ
た
成
果
5
点
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
神
奈
川
1

陣
の
差
し
戻
し
審
の
結
審
に
あ
た

り
、
裁
判
所
か
ら
和
解
勧
告
が
あ

っ
た
こ
と
の
特
別
な
意

義
に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
。
そ
し
て
「
建
材
メ

ー
カ
ー
に
逃
げ
場
を
与

え
ず
、
最
後
ま
で
た
た

か
い
ま
し
ょ
う
」
と
集

会
参
加
者
に
力
強
く
呼

び
か
け
ま
し
た
。

原
告
、
弁
護
団
、
支

援
組
合
な
ど
の
発
言
の

後
、
松
本
久
人
副
本
部

長
（
東
京
土
建
副
委
員

長
）
の
先
導
で
集
会
参

加
者
は
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
行
な
い
、
入
廷

行
進
す
る
原
告
、
弁
護

団
ら
を
送
り
出
し
ま
し

た
。地

裁
前
集
会
に
引
き

続
き
、
参
加
者
は
ビ
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
東
京
八
重
洲
南
口

で
報
告
集
会
を
開
催
し
、
今
後
の

方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
11
月
24
日
の
夜
7
時
か
ら

阿
佐
ヶ
谷
の
Ｌ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
／
Ａ
で
ト

ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
く
た
ば
れ
イ
ン

ボ
イ
ス
」
が
90
人
の
参
加
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

杉
並
支
部
も
協
賛
し
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
原
田
あ
き
ら
都
議
を
司

会
に
経
済
評
論
家
・
荻
原
博
子
さ

ん
、
貧
困
問
題
で
活
躍
の
雨
宮
処

凛
さ
ん
、
高
円
寺
素
人
の
乱
の
松

本
哉
さ
ん
の
3
人
を
交
え
た
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
。
荻
原
さ
ん
は
「
イ
ン

ボ
イ
ス
は
消
費
税
率
の
15
％
化
な

ど
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
へ
の
布
石

で
す
べ
て
の
人
に
影
響
す
る
」
点

を
強
調
。
雨
宮
さ
ん
は
困
窮
者
支

援
と
作
家
の
視
点
か
ら
深
刻
な
影

響
を
説
明
。
松
本
さ
ん
は
イ
ン
ボ

イ
ス
対
策
の
作
戦
を
真
面
目
不
真

面
目
両
方
交
え
て
い
ろ
い
ろ
と
語

り
ま
し
た
。

杉
並
民
主
商
工
会
の
山
田
恭
永

会
長
が
税
額
計
算
マ
ン
と
し
て
参

加
し
、
様
々
な
職
種
の
人
か
ら
の

質
問
に
「
年
収
6
0
0
万
円
の
建

設
業
は
16
万
円
」「
年
収
2
0
0
万

円
の
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
で
9
万
円
」

な
ど
新
た
な
消
費
税
負
担
を
ズ
バ

ッ
と
答
え
る
と
場
内
か
ら
は
驚
き

と
怒
り
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

会
場
に
駆
け
付
け
て
い
た
岸
本

聡
子
杉
並
区
長
に
マ
イ
ク
が
回

り
、
区
長
選
の
結
果
を
左
右
し
た

イ
ン
ボ
イ
ス
問
題
か
ら
区
民
の
く

ら
し
を
守
る
思
い
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
阻
止
へ
杉
並
か

ら
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
本
部
の
大
木
栄
一
税

金
経
営
対
策
部
長
は
「
消
費
税
ゼ

ロ
に
戻
す
よ
う
な
運
動
が
や
り
た

い
。
ま
ず
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
つ
ぶ

し
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

12
月
1
日
、
都
庁

第
一
本
舎
前
で
22
年

度
都
議
会
第
4
回
定

例
会
開
会
日
に
合
わ

せ
て
、
東
京
地
評
な

ど
3
団
体

が
主
催
の

集
会
を
開

催
し
、
1

0
1
人

（
東
京
土
建
は
66
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

矢
吹
義
則
東
京
地

評
議
長
が
主
催
者
あ

い
さ
つ
。
「
物
価
高

騰
、
社
会
保
障
の
改

悪
な
ど
都
民
は
苦
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
都
は
住
民
福
祉

の
増
進
と
い
う
原
点
に
立
ち
、
都

政
運
営
を
す
す
め
る
べ
き
だ
。
都

民
の
切
実
な
声
を
実
現
さ
せ
よ

う
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

曽
根
肇
都
議
の
議
会
報
告
後
、

3
人
が
決
意
表
明
。
「
物
価
高
騰

下
の
都
民
・
消
費
者
生
活
」
（
新

婦
人
）
、
「
高
齢
世
帯
の
実
情
」

（
高
齢
期
運
動
連
絡
会
）
、
「
イ

ン
ボ
イ
ス
よ
り
物
価
対
策
を
」（
ス

ト
ッ
プ
！
イ
ン
ボ
イ
ス
）
と
発
言

が
あ
り
、
集
会
の
最
後
に
参
加
者

全
員
で
要
求
を
唱
和
し
ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
た
亀
澤
明
子
さ

ん（
村
山
大
和
）

は
「
電
工
の
夫

は
70
歳
を
超
し

て
い
ま
す
。
入

場
で
き
る
現
場

も
限
ら
れ
、
働
く
日
が
少
な
く
な

っ
て
、
生
活
は
と
て
も
厳
し
い
。

都
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
私
た

ち
の
よ
う
な
人
の
声
を
聞
き
、
政

治
を
す
す
め
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

12
月
1
日
、
全
労
連
と
東
京
地

評
は
「
す
べ
て
の
争
議
の
早
期
全

面
解
決
を
！
裁
判
所
・
労
働
委
員

会
は
公
正
な
判
断
を
お
こ
な
え

！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
争

議
支
援
行
動
を
実
施
。22
の
企
業
、

団
体
等
ま
た
中
央
・
東
京
都
労
働

委
員
会
、
東
京
地

裁
、
最
高
裁
、
厚

労
省
に
抗
議
、
要

請
を
行
な
い
ま
し

た
。5

つ
の
コ
ー
ス

に
分
か
れ
た
行
動

参
加
者
は
午
後
5

時
に
最
後
の
抗
議

要
請
先
の
内
幸
町

に
あ
る
東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

㈱
（
以
下
、
東
電

Ｐ
）
に
集
結
し
ま

し
た
。

本
紙
で
数
度
に

わ
た
り
報
道
し
て
き
ま
し
た
が
、

電
気
メ
ー
タ
ー
交
換
工
が
東
電
Ｐ

の
関
連
会
社
、
ワ
ッ
ト
ラ
イ
ン
サ

ー
ビ
ス
（
以
下
、
Ｗ
社
）
か
ら
の

不
当
な
首
切
り
や
仕
事
の
削
減
に

対
し
全
労
連
・
全
国
一
般
労
組
・

計
器
工
事
関
連
分
会
（
以
下
、
計

器
分
会
）
に
結
集
し
て
た
た
か
っ

て
い
ま
す
。

計
器
分
会
闘
争
支
援
共
闘
会
議

の
白
滝
誠
議
長
（
東
京
地
評
副
議

長
）
は
、
「
Ｗ
社
は
中
央
委
命
令

に
対
し
て
行
政
命
令
取
り
消
し
訴

訟
と
い
う
暴
挙
に
出
て
い
る
。
組

合
員
の
職
場
復
帰
を
勝
ち
取
る
た

め
に
支
援
を
強
め
る
」
な
ど
と
訴

え
ま
し
た
。

東
電
Ｐ
社
は
、
抗
議
行
動
中
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
降
ろ
し
、
要
請
団

に
も
警
備
員
に
対
応
さ
せ
る
と
い

う
解
決
す
る
意
思
が
全
く
見
ら
れ

な
い
姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。

11
月
25
日
、
5
回
目
と
な
る
麻

布
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
で
の
宣

伝
を
、
東
京
土
建
を
中
心
に
行
な

い
、
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
行

動
参
加
者
は
飯
倉
片
町
交
差
点
付

近
と
地
下
鉄
日
比
谷
線
神
谷
町
駅

出
口
付
近
の
二
手
に
分
か
れ
、
宣

伝
資
料
等
を
渡
し
な
が
ら
現
場
退

場
者
を
激
励
し
、
「
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
ら
組
合
へ
相
談
を
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

同
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

こ
の
行
動
に
繰
り
返
し
参
加
し
て

い
る
杉
並
の
仲
間
は
「
喫
煙
所
、

休
憩
所
が
少
な
い
と
い
う
声
が
多

か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
こ
の
よ
う

な
声
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
か
っ
た

が
、
お
そ
ら
く
工
期
が
押
し
て
き

て
労
働
者
の
数
が
ふ
え
た
こ
と
が

原
因
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
内
装
工
の
従
事
者
と

じ
っ
く
り
対
話
し
て
い
た
台
東
の

仲
間
は「
工
程
管
理
の
乱
れ
」「
喫

煙
所
が
少
な
い
の
で
、
そ
れ
以
外

の
場
所
で
吸
っ
て
い
る
人
を
見
た

こ
と
が
あ
る
」
な
ど
の
話
を
聞
き

取
っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
土
建
に
加
入
し
て
い
る
従

事
者
も
お
り
、
激
励
の
声
に
笑
顔

で
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

【
渋
谷
・
金
子
寿
道
賃
金
対
策

部
長
】
11
月
24
日
、
渋
谷
区
公
契

約
条
例
制
定
10
周
年
記
念
講
演
会

を
渋
谷
区
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー
大

和
田
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

全
体
で
10
団
体
以
上
、
1
4
6
人

（
渋
谷
支
部
51
人
）
で
開
催
し
ま

し
た
。

出
席
し
た
長
谷
部
健
渋
谷
区
長

は
「
条
例
制
定
当
時
は
区
議
会
議

員
だ
っ
た
が
、
10
年
経
ち
感
慨
深

い
。
今
後
、
20
年
を
か
け
た
学
校

施
設
の
建
替
え
で
も
条
例
が
活
か

さ
れ
る
よ
う
に
」
な
ど
と
述
べ
ま

し
た
。

第
1
部
の
記
念
講
演
で
は
、
蟹

沢
宏
剛
教
授
（
芝
浦
工
業
大
学
建

築
学
科
）
、
第
2
部
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
3
団
体
（
渋
谷
区
職

労
組
・
連
合
東
京
・
全
建
総
連
）

か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
各
テ

ー
マ
（
条
例
制
定
に
至
る
経
緯
・

委
託
賃
金
と
民
間
賃
金
の
実
態
・

公
契
約
運
動
の
役
割
と
展
望
）
で

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
を
前
に
区
内
日
建
連
2
、

3
次
業
者
に
「
条
例
を
知
っ
て
い

ま
す
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
な
い
、
「
知
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
業
者
は
わ
ず
か
18
％
程
度
と

い
う
結
果
で
し
た
。
私
た
ち
は
、

こ
の
現
実
に
つ
い
て
も
十
分
受
け

止
め
、
今
後
も
条
例
の
周
知
や
改

善
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

５
度
目
の
麻
布
台
Ｐ
宣
伝

会場のＬＯＦＴ／Ａのコンセプトにふさわしい
イベントになりました

「
休
憩
所
少
な
い
」の
声

企業に逃げ場与えず企業に逃げ場与えず
戸根山さんらが証言

東電Ｐに向け怒りの声をぶつける関口友記
計器分会書記長（左）ら

く
た
ば
れ
イ
ン
ボ
イ
ス

杉並

「
消
費
税
率
１５
％
の
布
石
」

ア
ス
ベ
ス
ト

東
京
地
評
等
で
争
議
支
援
行
動

東
電
Ｐ
に
強
く
抗
議

原告らを先頭に東京地裁へ入廷行進

シュプレヒコールする行動参加者

公
契
約
１０
周
年
で
講
演
会

渋谷

周
知
、改
善
さ
ら
に

住
民
福
祉
増
進
の
立
場
で

都
政
運
営
す
す
め
よ

求

人

求

職


